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三陸道多賀城IC設置・４車線化の実現へ大きく前進第３次補正予算
　国土交通省は、10月5日に第3次補正予算での三陸自動車道

多賀城ICの建設・仙台港ICから利府中ICまでの4車線化の実

施方針を明らかにしました。

　現在の暫定2車線による慢性的な渋滞の解消と仙台経済圏

の流通の促進による産業振興などの観点から三陸道整備の

必要性が以前から指摘されていました。さらに３月の東日本

大震災によって「高台」としての津波対策にも大きな効果を

出すことが明らかになりました。

　多賀城市からの要望を受けた石山敬貴衆議院議員の働き

かけによって、整備の実現に向けて大きく前進することとな

りました。（10月6日付け河北新報にも紹介されました）

衆議院議員 石山敬貴氏

政策調査会長補佐に就任政策調査会長補佐に就任政策調査会長補佐に就任
　衆議院議員石山敬貴氏は、10月の民主

党役員人事で「政策調査会長補佐」と「農

林水産部門会議・戸別所得補償検討制度

ワーキングチーム座長」に就任すること

となりました。

●政策調査会長補佐

　政府より提案された政策案は、党内の

部門会議で話し合い最終的に政策調査会

長（前原誠司衆議院議員）の決裁が必要で

すが、石山氏は、その補佐という重要な役

割を担うこととなり、党内で議論されて

いることや、政府が提出した法案を大局

的に検討する立場となります。

●農林水産部門会議・戸別所得補償検討制度ワーキングチーム座長

　石山氏は今までは同チーム事務局長として、本年度の本格実施となった「戸別所得補償制度」

の細かな制度設計への提言を行ってきました。今後は「座長」に昇格したことで、民主党を代表

して野党との折衝を行う役目を担うこととなりました。

　農業者からも非常に高い評価を得ている戸別所得補償制度を漁業者に対しても充実・発展さ

せることで、日本の食糧安全保障の確立を目指す石山氏のますますの活躍が望まれます。

　

多賀城市からの要望内容の説明を聞く石山敬貴氏


